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東京ドームシティ（文京区後楽１－３－６１）に、２０１７年４月１５日（土）にオープンする大人のための遊べ 

る多目的ギャラリー「Ｇａｌｌｅｒｙ ＡａＭｏ（ギャラリー アーモ）」のこけら落としイベント『Ｒｈｉｚｏｍａｔｉｋｓ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ｘ 

ＥＬＥＶＥＮＰＬＡＹ Ｄａｎｃｅ Ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ ａｔ Ｇａｌｌｅｒｙ ＡａＭｏ』を、４月１５日(土)・１６日（日）にて開催します。 

本日３月９日（木）、公演タイトルや詳細が発表となりました。 
 

新作ダンス・インスタレーションタイトルは、『ｐｈｏｓｐｈｅｒｅ（フォスフィア）』。ｐｈｏｓはギリシャ語の光、ｓｐｈｅｒｅ

は球体や空間・領域で、この二つの言葉を合わせた造語「ｐｈｏｓｐｈｅｒｅ」は光の作り出す空間、場所、圏をイメー

ジしています。本作品は、多数のプロジェクターの光を特殊なソフトウェアを用いて複雑な空間を構築し、ダン 

サーやオブジェクトがその中に入っていく、「ダンス・インスタレーション」という新しいジャンルの作品です。 

ダンサーと光が緻密に連動することによって、立体的な形とその流れの軌跡をご覧いただけます。 

「ｐｈｏｓｐｈｅｒｅ」の中を流れる、規則と不規則の連続体。ダンサーと光が作り出す作品をお楽しみください。 

多岐にわたるコラボレーションを行うＲｈｉｚｏｍａｔｉｋｓ Ｒｅｓｅａｒｃｈ、ＭＩＫＩＫＯ、藤本隆行、ｅｖａｌａの約２年ぶり

の新作公演は、誰もが初めての体験をする世界初演のダンス・

インスタレーションとなります。 
 

【開催概要】 

■名 称：Ｒｈｉｚｏｍａｔｉｋｓ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ｘ ＥＬＥＶＥＮＰＬＡＹ 

Ｄａｎｃｅ Ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ ａｔ Ｇａｌｌｅｒｙ ＡａＭｏ 

■日 程：２０１７年４月１５日(土)・１６日（日） 

■時 間：１３：００／１６：３０／２０：００ ※各日 

■場 所：Ｇａｌｌｅｒｙ ＡａＭｏ（ギャラリー アーモ） 

■料 金：前売 ３,５００円／当日 ４,０００円  

※オールスタンディング 

■チケット発売：２０１７年３月１１日（土）１０：００～４月１３日(木)２３：５９まで 

イープラス、チケットぴあ、ローソンチケット、セブンチケットにて前売販売 

■演出・振付：ＭＩＫＩＫＯ 

■ビジュアルデザイン・インタラクションデザイン・テクニカルディレクション：Ｒｈｉｚｏｍａｔｉｋｓ Ｒｅｓｅａｒｃｈ 

■照   明：藤本隆行（Ｋｉｎｓｅｉ Ｒ＆Ｄ） 

■音   楽：ｅｖａｌａ 

■Ｃ Ａ Ｓ Ｔ：ＥＬＥＶＥＮＰＬＡＹ 

ＮＯＮ／ＫＯＨＭＥＮ／ＳＡＹＡ ＳＨＩＮＯＨＡＲＡ／ＥＭＩ ＴＡＭＵＲＡ／ＹＵ ＴＯＫＵＴＡＫＥ 

ＭＩＮＡＫＯ ＭＡＲＵＹＡＭＡ／ＫＡＯＲＩ ＹＡＳＵＫＡＷＡ／ＥＲＩＳＡ ＷＡＫＩＳＡＫＡ 

■主 催：株式会社東京ドーム 

■企画制作：スパイラル、株式会社ライゾマティクス  

■協 力：Ｅｌｌｉｏｔ Ｗｏｏｄｓ(Ｋｉｍｃｈ ＆ Ｃｈｉｐｓ) 

■照明機材協力：カラーキネティクス株式会社 

東京ドームシティの新しいカルチャースペース『Ｇａｌｌｅｒｙ ＡａＭｏ（ギャラリー アーモ）』 
 

オープニングスペシャルイベント 
『Ｒｈｉｚｏｍａｔｉｋｓ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ｘ ＥＬＥＶＥＮＰＬＡＹ Ｄａｎｃｅ Ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ ａｔ Ｇａｌｌｅｒｙ ＡａＭｏ』 

 
世界初演のダンス・インスタレーション『ｐｈｏｓｐｈｅｒｅ（フォスフィア）』 

公演詳細発表！ 
 
 

 

 
 

 



■Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.tokyo-dome.co.jp/aamo/exhibition/opening/ 

■内 容：新作『ｐｈｏｓｐｈｅｒｅ（フォスフィア）』は、多数のプロジェクターの光を特殊なソフトウェアを用いて 

複雑な空間を構築し、ダンサーやオブジェクトがその中に入っていく、ダンス・インスタレー 

ションという新しいジャンルの作品です。ダンサーと光が緻密に連動することによって、立体 

的な形とその流れの軌跡をご覧いただけます。 

「ｐｈｏｓｐｈｅｒｅ」の中を流れる、規則と不規則の連続体。ダンサーと光が作り出す作品をお 

楽しみください。 
           

●Ｒｈｉｚｏｍａｔｉｋｓ Ｒｅｓｅａｒｃｈ（ライゾマティクスリサーチ） 

 技術と表現の新しい可能性を探求するＲｈｉｚｏｍａｔｉｋｓの一部門。メディアアート、データアートといった研究開発要素 

 の強いプロジェクトを中心に扱い、まだ見たことのないモノ・コトを世の中に発表していく。ハード・ソフト開発からオペ 

 レーションまでプロジェクトにおける全ての工程に責任を持つ。また、人とテクノロジーの関係について研究し様々な 

 クリエイターとのコラボレーションを実践していく。https://research.rhizomatiks.com 
 
●真鍋大度 

２００６年Ｒｈｉｚｏｍａｔｉｋｓ設立、２０１５年よりＲｈｉｚｏｍａｔｉｋｓの中でもＲ＆Ｄ的要素の強いプロジェクトを行うＲｈｉｚｏｍａｔｉｋｓ 

 Ｒｅｓｅａｒｃｈを石橋素氏と共同主宰。プログラミングとインタラクションデザインを駆使して様々なジャンルのアーティストと 

 コラボレーションプロジェクトを行う。http://www.daito.ws/ 
 
●ＭＩＫＩＫＯ 

演出振付家。ダンスカンパニー「ＥＬＥＶＥＮＰＬＡＹ」主宰。Ｐｅｒｆｕｍｅ、ＢＡＢＹＭＥＴＡＬの振付・ライブ演出をはじめ、 

様々なＭＶ・ＣＭ・舞台などの振付を行う。メディアアートのシーンでも国内外で評価が高く、新しいテクノロジーをエンター 

テインメントに昇華させる技術を持つ演出家として、ジャンルを超えた様々なクリエーターとのコラボレーションを行って 

いる。http://www.mikiko0811.net/ 
 
●ＥＬＥＶＥＮＰＬＡＹ(イレブンプレイ) 

ＭＩＫＩＫＯ率いるダンスカンパニー。女性ダンサーのみで編成されており、舞台、映像、スチールなど、表現の場を様々 

に持つ。Ｒｈｉｚｏｍａｔｉｋｓ Ｒｅｓｅａｒｃｈとのコラボレーションを多く行っており、"Ｓóｎａｒ Ｆｅｓｔｉｖａｌ", "Ｆｅｓｔｉｖａｌ Ｉｎｔｅｒｎａｃｉｏｎａｌ  

Ｃｅｒｖａｎｔｉｎｏ", "ＭＵＴＥＫ ＭＥＸＩＣＯ"に招聘されるなど、活躍の場を海外にも広げ、精力的に活動している。 

 http://elevenplay.net/ 
 
●藤本隆行（Ｋｉｎｓｅｉ Ｒ&Ｄ） 

ｄｕｍｂ ｔｙｐｅのメンバーとして、主に照明とテクニカル・マネージメントを担当。２１世紀に入ってからは、個人名義でＬＥＤ 

 照明を使った舞台作品の制作を開始。近作としては、白井剛と共作「Ｎｏｄｅ／砂漠の老人」、Ｊｕｎｇ Ｙｏｕｎｇ ｄｏｏとの 

 共作「赤を見る／Ｓｅｅｉｎｇ Ｒｅｄ」、また、おおたか静流との共作の展覧会「くらやみ美術館」がある。またその他にも、 

 国内外のアーティストとのコラボレーションを活発に行い、２０１０年からは大阪の山本能楽堂にて、古典能の演目にＬＥＤ 

 で照明を付ける試みも始めている。 
 
●ｅｖａｌａ 

音楽家、サウンドアーティスト。先鋭的な電子音楽作品を発表し、国内外でインスタレーションやコンサートの上演を行う。 

 また舞台、公共空間、映画において、先端テクノロジーを用いた多彩なサウンドプロデュースを手掛け、その作品は文化 

 庁メディア芸術祭、アルスエレクトロニカ、カンヌライオンズ国際クリエイティビティ・フェスティバルにて多数の受賞歴を 

 持つ。http:// evala.ｊｐ 
  
※会期・内容に関しましては、変更になる場合がございます。 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お客様からのお問い合わせ先：東京ドームシティわくわくダイヤル TEL.０３－５８００－９９９９ 

 

「Ｇａｌｌｅｒｙ ＡａＭｏ（ギャラリー アーモ）」施設概要 

感動を生み出すエンタテインメント性とアートの融合による、“楽しさ”と“ライブ感”を体験できる大人のための“遊べる” 

ギャラリー。最先端のアートから、工芸、サブカルチャーまで、様々なジャンルの催事を１～３ヶ月ごとに入れ替えながら 

継続的に展開していきます。 

 

開業日：２０１７年４月１５日（土） 

所在地：東京都文京区後楽１－３－６１東京ドームシティ クリスタルアベニュー沿い 

面 積：約８３０㎡ 

天井高：約５ｍ 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.tokyo-dome.co.jp/aamo/ 

 

http://www.daito.ws/
http://www.mikiko0811.net/
http://elevenplay.net/

